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提出された議案と審査結果

第３回臨時会　11月17日開催

年
頭
の
ご
挨
拶

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
町
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
美
郷
町
が
合
併
し
て
十
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年

は
町
民
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
美
郷
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
ま
し
た
。
こ
の
事

業
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
権
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
す
べ
て
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
民
の
利

便
性
と
一
体
感
が
向
上
す
る
こ
と
に
期
待
を
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
少
子
高
齢
化
は
歯
止
め
の
効
か
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
今
年
は

幼
小
中
施
設
一
体
型
一
貫
教
育
二
校
目
の
美
郷
北
学
園
が
開
校
し
ま
す
。
新

た
な
歴
史
の
ス
タ
ー
ト
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
国
政
選
挙
後
、
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け
て
の
政
策
を
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
昨
年
林
業
で
地
域
創
生
を
と
の
復

活
国
民
会
議
も
開
か
れ
ま
し
た
よ
う
で
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
美
郷
町
は
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
克
服
す
べ
き
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

お
り
ま
す
。
私
ど
も
議
決
機
関
と
し
て
皆
様
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
、

よ
り
良
い
豊
か
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
今
後
さ
ら
に
創
意
工

夫
を
重
ね
、
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
る
べ
き
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
ど
う
か
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

美
郷
町
議
会
議
長
　
甲
斐
　
栄

　

平
成
26
年
12
月
定
例
議
会
は
、
12
月
９
日
～
11
日
ま
で

の
３
日
間
開
催
さ
れ
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
補
正
予
算
な
ど
25
件
の
議
案
等
が
提
出
さ
れ
、
い
づ

れ
の
議
案
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

《人事案件》
◆固定資産評価審査委員会委員の選任に同意
　今年２月に任期満了となる 中塩屋敏幸氏（南郷）、甲斐幸範氏（西郷）、宇和田雅祥
氏（北郷）の再任に同意しました。

◆教育委員会委員の任命に同意
　今年２月に任期満了となる黒木恵子氏の退任に伴い、その後任として、澄本昭子氏（西
郷）の任命に同意しました。

《一般会計歳出の主なもの》
○災害復旧費…………………………………………………………６２，０９３千円
　農地・農業用施設災害復旧工事費（台風 19 号災害）…………１３，１００千円
　林業施設災害復旧工事費（台風 19 号災害）……………………２２，６７３千円
　公共土木施設災害工事費（台風 19 号災害）……………………２６，０００千円
　その他………………………………………………………………………３２０千円

○商工業振興サポート補助金……………………………………………１，１９６千円
　商工業者等が規模拡大及び売上の増加を図るために、施設・設備等を整備する事業に
対し、費用の一部を補助することで、町内商工業を活性化し、経営の安定を図ることを
目的とするもの。申請状況は 13 件（平成 26 年 10 月末現在）。

　工事請負契約の変更についての専決処分の報告を含む、一般会計補正予算等９件の議
案が提出され、いずれも原案のとおり可決しました。

（第３回臨時会 11月17日）
議案番号

議 案 第 70 号

議 案 第 71 号

議 案 第 72 号

議 案 第 73 号

議 案 第 74 号

議 案 第 75 号

議 案 第 76 号

議 案 第 77 号

議 案 名   

動産の取得について

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

美郷町健康保険税条例の一部を改正する条例

平成26年度美郷町一般会計補正予算（第7号）

平成26年度美郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号）

平成26年度美郷町介護保険事業特別会計補正予算（第3号）

平成26年度美郷町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第3号）

平成26年度美郷町国民健康保険病院事業会計補正予算（第3号）

審査結果

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

（第４回定例会 12月９日～11日）
議案番号

同 意 第 6 号

同 意 第 7 号

同 意 第 8 号

承 認 第 5 号

議 案 第 78 号

議 案 第 79 号

議 案 第 80 号

議 案 第 81 号

議 案 第 82 号

議 案 第 83 号

議 案 第 84 号

議 案 第 85 号

議 案 第 86 号

議 案 第 87 号

議 案 第 88 号

議 案 第 89 号

議 案 第 90 号

議 案 第 91 号

議 案 第 92 号

議 案 第 93 号

議 案 第 94 号

議 案 第 95 号

議 案 第 96 号

議 案 第 97 号

同 意 第 9 号

発 議 第 7 号

発 議 第 8 号

議 案 名   

美郷町固定資産評価審査委員会委員の選任について

美郷町固定資産評価審査委員会委員の選任について

美郷町固定資産評価審査委員会委員の選任について

平成26年度美郷町一般会計補正予算（第8号）の専決処分（専決第７号）の承認を求めることについて

工事請負契約の変更について

美郷町議会の議員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例について

町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について

教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例について

美郷町農林業担い手支援交付金条例を廃止する条例について

美郷町立学校設置条例の一部を改正する条例について

美郷町立幼稚園条例の一部を改正する条例について

美郷町立学校給食共同調理場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

美郷町公の施設条例の一部を改正する条例について

美郷町使用料徴収条例の一部を改正する条例について

美郷町教職員住宅条例の一部を改正する条例について

美郷町営賃貸住宅条例の一部を改正する条例について

平成26年度美郷町一般会計補正予算（第９号）

平成26年度美郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第4号）

平成26年度美郷町介護保険事業特別会計補正予算（第4号）

平成26年度美郷町簡易水道事業特別会計補正予算（第3号）

平成26年度美郷町農業集落排水事業特別会計補正予算（第3号）

平成26年度美郷町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第3号）

平成26年度美郷町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第4号）

平成26年度美郷町国民健康保険病院事業会計補正予算（第４号）

教育委員会委員の任命について

公契約法制定など公共工事における建設労働者の適正な労働条件の確保に関する意見書

「山村振興法」の延長及び地域林業・地域振興の確立に向けた施策の拡充を求める意見書

審査結果

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（賛成多数）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

議案の表決結果（上記結果のうち賛成多数の議案です）　　●反対

議案第82号　美郷町農林業担い手支援交付金条例を廃止する
条例について ● ●

議案名
議員名

甲
斐
秀
徳

小
田
照
男

小
路
文
喜

園
田
義
彦

新
玉
卓
教

甲
斐
勲
一

森
田
久
寛

富
井
裕
瑞

黒
田
仁
志

尾
上
忠
保

那
須
富
重
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な
い
。
し
か
も
、
過
疎
、
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
若
い
十
名
ほ
ど
の
Ｉ
タ
ー
ン
者
が

生
産
に
従
事
し
、
ま
た
新
た
に
始
め
よ
う

と
す
る
者
も
い
る
中
で
、
木
炭
の
原
木
不

足
が
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
。
ど
う

い
っ
た
対
策
を
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。

【
答
】
後
継
者
の
育
成
と
原
木
の
生
産
コ

ス
ト
削
減
の
た
め
、
機
械
設
備
等
の
整
備

を
推
進
し
て
、
生
産
者
自
ら
が
伐
出
し
て

原
木
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。

②
原
木
確
保
は
木
炭
生
産
の
基
本
を
成

し
、
早
急
な
対
策
が
必
要
。
生
産
者
か
ら

は
木
炭
原
木
を
専
門
に
伐
出
す
る
作
業
班

の
設
立
が
望
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
リ

ス
ク
を
伴
う
作
業
で
効
率
も
悪
く
、
当
初

か
ら
収
益
は
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、
町

が
作
業
班
の
育
成
に
助
成
し
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
ど
う
考
え
ら
れ
る

か
。

【
答
】
作
業
班
設
立
も
一
つ
の
考
え
方
で

あ
り
、
内
部
で
協
議
、
検
討
す
る
の
で
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
。

【
問
】
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
対
し
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
き
め
細
か
な
助
成
等
を
し

て
生
産
振
興
を
図
っ
て
い
る
が
、
近
年
、

新
た
に
榊
の
生
産
に
取
り
組
む
農
家
が
増

え
、
現
在
四
十
名
程
で
「
榊
研
究
会
」
を

設
立
し
て
、
約
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
植
栽

し
、
更
に
拡
大
し
て
一
大
産
地
化
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
将
来
性
の
あ
る

作
目
で
あ
り
、
思
い
切
っ
た
助
成
を
し
て

生
産
振
興
を
図
る
こ
と
が
本
町
の
産
業
振

興
に
な
る
と
思
う
が
、
考
え
は
。

①
南
郷
水
清
谷
字
囲
ヒ
を
急
傾
斜
地
崩
壊

対
策
事
業
を
県
に
申
請
で
き
な
い
か
。

【
答
】
日
向
土
木
事
務
所
が
現
地
調
査
し

た
。
町
と
し
て
は
、
県
単
事
業
で
対
応
す

べ
き
と
の
判
断
で
、
地
元
と
協
議
の
上
、

県
に
要
望
し
た
い
。

②
町
内
の
県
単
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

に
該
当
箇
所
を
調
査
し
、
県
に
申
請
で
き

な
い
か
。

【
答
】
危
険
箇
所
の
調
査
は
、
県
及
び
町

内
関
係
機
関
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
県
単
事
業
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
該
当
箇
所
が
あ
れ
ば
対
応
し
て
い

く
。

【
問
】
神
門
簡
易
水
道
に
つ
い
て

①
神
門
簡
易
水
道
水
源
池
周
辺
の
木
材
伐

採
後
、
町
有
林
に
購
入
で
き
な
い
か
。

【
答
】
水
源
池
と
し
て
町
有
林
買
収
は
考

え
て
い
な
い
。
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
の
で
、
伐
採
後
は
適
地
適
林
と
し

て
、
山
を
地
域
全
体
で
守
っ
て
ほ
し
い
。

②
神
門
簡
易
水
道
の
水
源
池
を
又
江
の
原

川
に
建
設
で
き
な
い
か
。

【
答
】
水
質
・
水
量
・
財
政
等
を
勘
案
し

て
現
地
を
調
査
し
た
い
。
当
面
、
水
源
池

の
変
更
は
考
え
て
い
な
い
。

【
問
】
学
校
ト
イ
レ
及
び
通
学
路
に
つ
い
て

①
田
代
小
学
校
ト
イ
レ
を
温
水
洗
浄
便
座

に
、
ま
た
美
郷
南
学
園
の
洋
便
器
に
温
水

洗
浄
便
座
を
取
付
で
き
な
い
か
。

【
答
】（
教
育
長
）
学
校
側
の
要
望
事
項
を

見
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
学
校
通
学
路
は
ど
の
よ
う
に
管
理
を
し

て
い
る
か
。

【
答
】（
教
育
長
）
警
察
、
建
設
課
、
他
関

係
機
関
で
つ
く
る
協
議
会
で
調
査
し
、
対

策
を
講
じ
て
い
る
。
指
摘
通
学
路
の
改
善

は
担
当
部
署
へ
申
し
込
み
を
し
て
い
く
。

①
農
林
業
が
低
迷
す
る
中
で
、
木
炭
は
売

れ
行
き
が
伸
び
、
品
薄
等
も
あ
っ
て
販
売

価
格
が
上
昇
す
る
等
今
後
と
も
有
望
な
品

目
で
あ
り
、
振
興
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

新玉　卓教  議員

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

に
つ
い
て

小田　照男  議員

木
炭
の
原
木
確
保
対
策
に

つ
い
て

〈町長提案理由〉
　本交付金は、離農や転出防止による産業の振興や地域の活性化を図り、即効性のある過疎対策事業として
実施してきたが、本事業が農林業の振興や地域社会への貢献等に対する「報償的制度」であるものの、判断
基準はその過程ではなく前年の所得だけで行うことから、担い手の確保には至らなかったこと、また、新規
就農者対策として国の青年就農給付金事業が実施されたことなどにより、対象者が年々減少するなどその効
果が限定的なものになってきていることから、美郷町農林業担い手支援交付金条例（平成 24 年美郷町条例
第 11 号）附則第２項の規定による見直しにより、提案するものである。

【上記議案に対する本会議での主な質疑】
○成果が見られないので廃止すると理解してよいか。平成２７年度から廃止するのか。
○ 条例の附則にあるように、まずは総合的な見直しを行い、今後の運用についての協議をすべきではなかっ

たか。
○ 就農した場合に収益が上がるまで数年を要するが、その間の所得安定がなければ就農者は現れないのでは

ないか。
○ 対象者の所得の上限をもう少し下げて支援を続けていくと経営が安定するものと思うが、その辺りの議論

はなされなかったのか。
○廃止後に経営安定化対策を講じる予定はあるか。
○これまで連続して交付を受けた方はいるか。また交付者の業種は。
○担い手対策をさらに充実させるために、これに代わる具体的な支援策の考えは。

【答弁要旨】
○ 対象者の所得が毎年増減しており、経営の安定化という制度の目的には達していない。平成２７年度から

廃止する。
○対象者がほぼ確定されており、その対象者もまた減少している。
○補助金を受けて事業を実施し、その効果に対して交付金を受けることもあり、重複助成となる。
○ 今後は国の青年就農給付金制度等を活用しながら、新規就農者の育成を図り、また、所得安定化対策とし

て実施している、認定農業者の方への就農者対策事業の充実を図りたい。
○交付を受けた方は、３年連続の方が１名、２年が４名、１年だけが１名で、繁殖農家と施設農家である。
○ 農林業が基幹産業である本町にとって、担い手の確保と育成対策は重要な課題であり、積極的に取り組む

必要があることから、今後就農する場合の対策事業など更に施策の充実を図る考えである。

議案第82号  美郷町農林業担い手支援交付金条例を廃止する条例について

※これまでの交付状況（総額11,062,000円）

年　度

平成２４年度

平成２５年度

平成２６年度

交付額

４，９３２，０００円

２，７６４，０００円

３，３６６，０００円

交付者数

９名

７名

５名



和
牛
繁
殖
初
出
産
の
祝
い

金
に
つ
い
て

甲斐　秀徳  議員

6

己
負
担
額
の
無
料
化
等
の
対
策
、
ま
た
世

界
一
出
生
率
の
高
い
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
子

ど
も
を
自
宅
で
預
か
る
「
保
育
マ
マ
」
制

度
、
子
ど
も
が
多
い
ほ
ど
所
得
負
担
が
低

減
。
第
三
子
誕
生
で
「
大
家
族
カ
ー
ド
」

の
支
給
。
福
祉
大
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

は
、
十
九
歳
ま
で
無
料
の
学
校
教
育
等
の

各
種
手
当
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
町
で
も

も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
対
策
の
考
え
は
な

い
か
。

【
答
】
本
町
で
は
十
一
月
二
十
八
日
「
美

郷
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」

を
立
ち
上
げ
た
。
今
後
、
本
町
の
特
性
を

踏
ま
え
た
対
策
を
検
討
し
、
施
策
を
進
め

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

①
飼
育
農
家
の
高
齢
化
に
よ
り
、
農
家

数
、
頭
数
も
減
少
し
て
い
る
現
状
。
経
産

牛
、
初
産
に
限
ら
ず
出
産
事
故
も
多
々
あ

る
。
出
産
事
故
の
軽
減
と
繁
殖
農
家
の
生

産
意
欲
向
上
と
町
畜
産
農
家
の
活
性
化
、

担
い
手
が
増
頭
し
励
み
に
な
る
よ
う
に
、

【
答
】
ま
ず
は
住
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
優

先
し
て
い
き
た
い
。
様
々
な
可
能
性
も
考

え
て
い
き
た
い
。

【
問
】
本
町
に
対
す
る
交
付
金
は
、
合
併

後
の
特
例
措
置
と
し
て
、
平
成
二
十
七
年

度
ま
で
の
十
年
間
は
合
併
算
定
に
て
交
付

さ
れ
る
が
、
そ
の
後
五
年
間
で
徐
々
に
減

額
さ
れ
、
平
成
三
十
三
年
に
は
一
本
算
定

と
な
る
。
交
付
金
額
も
本
年
度
と
比
べ
、

十
一
億
四
千
万
円
の
減
額
と
な
り
、
非
常

に
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
想
さ
れ
る
。

総
務
省
が
交
付
金
上
乗
せ
の
検
討
を
始
め

た
よ
う
で
あ
る
が
、
財
務
省
と
の
絡
み
も

あ
り
、
す
ん
な
り
と
は
い
か
な
い
も
の
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
町
も
県
内
外
の
合

併
自
治
体
と
連
携
し
て
、
緩
和
に
向
け
た

要
望
活
動
を
行
う
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と

考
え
る
。

【
答
】
一
本
算
定
に
な
る
と
大
変
厳
し
い

財
政
状
況
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と

考
え
る
。
今
後
と
も
行
財
政
改
革
を
進
め

自
家
保
留
牛
、
市
場
導
入
牛
を
問
わ
ず
、

初
産
の
牛
に
対
し
祝
い
金
は
出
せ
な
い

か
。

【
答
】
出
産
祝
い
金
交
付
に
つ
い
て
は
考

え
て
い
な
い
。

②
導
入
補
助
金
の
上
乗
せ
で
は
ど
う
か
。

【
答
】
今
の
と
こ
ろ
現
行
制
度
を
変
え
る

つ
も
り
は
な
い
。

【
問
】
米
の
色
選
別
機
導
入
の
補
助
に
つ

い
て
今
年
の
様
に
雨
の
多
く
、
米
買
い
取

り
価
格
の
下
落
。
獣
害
と
闘
い
な
が
ら
の

米
つ
く
り
も
大
変
で
あ
る
。
消
費
者
の
立

場
か
ら
は
安
心
、
安
全
、
良
質
、
品
質
保

証
の
出
来
る
米
が
必
要
。
生
産
者
は
病
虫

害
の
な
い
よ
う
防
除
し
て
い
る
が
、
雨
の

多
い
年
は
難
し
い
も
の
が
あ
る
。
少
し
で

も
着
色
米
や
異
種
作
物
が
混
入
し
な
い
よ

う
に
、
製
品
と
し
て
等
級
が
少
し
で
も
上

が
り
収
入
が
増
加
す
る
。
ま
た
、
美
郷
米

ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
、
今
後
産
地
間
競
争
も

激
化
し
て
く
る
中
で
、
生
き
残
り
を
か
け

る
た
め
に
、
籾
摺
り
業
者
が
色
彩
選
別
機

導
入
す
る
た
め
の
購
入
補
助
は
で
き
な
い

か
。

【
答
】
機
械
の
導
入
補
助
に
対
し
て
は
、

町
の
単
独
事
業
農
林
業
担
い
手
事
業
で
対

応
し
て
い
る
。
色
選
別
機
に
特
化
し
た
補

助
は
考
え
て
い
な
い
。

る
と
と
も
に
、
町
議
会
並
び
に
各
自
治
体

と
交
付
税
の
緩
和
に
向
け
た
要
望
活
動
を

行
っ
て
い
く
。

【
問
】
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て

町
民
の
方
々
よ
り
、
役
場
等
に
行
っ
た

折
、
職
員
の
氏
名
等
が
分
か
ら
な
い
と
い

う
話
を
聞
く
。
各
課
ま
た
各
施
設
に
顔
写

真
と
氏
名
を
掲
載
し
た
案
内
一
覧
表
な
る

も
の
を
設
置
す
る
よ
う
な
考
え
は
な
い

か
。
設
置
す
る
こ
と
で
町
民
に
も
分
か
り

や
す
く
親
し
み
が
も
て
る
も
の
と
考
え

る
。

【
答
】
県
の
町
村
課
等
に
も
設
置
し
て
あ

り
、
親
し
み
を
感
じ
て
い
る
。
今
後
要
望

等
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

①
本
年
の
人
事
異
動
で
殆
ど
の
職
員
が
出

身
支
所
に
配
属
さ
れ
た
が
、
合
併
九
年
目

と
な
っ
た
こ
の
町
の
町
民
一
体
化
や
職
員

の
能
力
向
上
等
の
観
点
か
ら
も
職
員
の
人

事
交
流
は
必
要
と
考
え
る
。

【
答
】
今
後
も
出
身
地
を
基
本
に
配
置
を

し
て
い
く
。

①
政
府
は
今
年
６
月
に
ま
と
め
た
経
済
運

営
の
指
針
で
人
口
維
持
の
目
標
を
掲
げ
、

第
三
子
以
降
の
育
児
や
教
育
を
重
点
支
援

す
る
等
少
子
化
対
策
を
示
し
た
。
現
在
の

人
口
維
持
に
必
要
と
さ
れ
る
出
生
率
の
水

準
は
二
・
〇
七
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
国
、

県
と
も
二
・
〇
以
下
で
低
く
、
早
急
な
対

策
が
望
ま
れ
る
。
全
国
知
事
会
で
も
少
子

化
問
題
に
対
し
て
非
常
事
態
宣
言
を
出
し

議
論
し
て
い
る
。
本
町
の
出
生
率
は
、一
・

九
一
と
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の

二
・
〇
人
に
達
し
て
い
な
い
。
今
後
の
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
人
口
の
維
持
、
少
子
化
対
策
は
、

雇
用
の
確
保
を
含
め
た
産
業
振
興
、
生
活

環
境
や
教
育
、
医
療
等
総
合
的
な
対
策
が

必
要
。
本
町
で
は
出
産
奨
励
祝
金
、
乳
幼

児
医
療
費
助
成
の
拡
充
や
高
校
生
就
学
助

成
等
様
々
な
施
策
を
行
っ
て
い
る
。

②
近
く
の
市
町
村
に
お
い
て
は
、
出
産
祝

金
、
第
三
子
目
に
五
十
万
円
、
第
四
子
目

に
百
万
円
の
祝
金
や
、
給
食
費
や
中
学
校

卒
業
ま
で
の
子
ど
も
に
対
す
る
医
療
費
自

時
の
奨
学
金
制
度
の
拡
充
を
図
る
べ
き
。

【
答
】（
教
育
長
）
現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
が
、
時
代
に
合
わ
せ
た
支
援
を
町
長

部
局
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

Ⅲ
　
産
業
別
人
口
分
布
を
み
る
と
二
次
産

業
の
人
口
減
が
非
常
に
大
き
い
。
建
設
業

の
振
興
の
た
め
に
も
地
域
育
成
枠
の
拡
大

や
県
の
入
札
制
度
の
見
直
し
を
要
求
し
て

ほ
し
い
。

【
答
】私
も
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
会
と
共
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

Ⅳ
　
民
間
の
住
宅
支
援
補
助
金
は
、
す
そ

野
も
広
く
効
果
は
大
き
い
と
思
う
。
今
後

ど
う
す
る
の
か
。

【
答
】
年
間
限
度
額
は
設
け
た
い
が
、
維

持
し
て
い
き
た
い
。

Ⅴ
　
諸
塚
の
元
村
長
が
提
唱
し
た
「
適

疎
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
出
て
い
く

人
間
が
山
林
や
農
地
を
地
元
に
移
譲
す
る

こ
と
に
よ
り
経
営
規
模
が
拡
大
さ
れ
収
入

の
向
上
、
安
定
が
図
れ
る
。

【
答
】
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
農
地

バ
ン
ク
の
制
度
な
ど
を
活
用
し
て
い
き
た

い
。

Ⅵ
　
農
林
産
物
の
販
売
も
課
題
だ
。
流
通

担
当
の
効
果
は
。
ま
た
、
今
後
の
戦
略
を

聞
き
た
い
。

【
答
】
県
内
の
業
者
と
協
議
中
の
部
分
も

あ
る
。
各
所
と
連
携
し
な
が
ら
徐
々
に
県

外
な
ど
に
展
開
し
て
い
き
た
い
。

Ⅶ
　
高
齢
者
福
祉
や
町
内
の
ネ
ッ
ト
環
境

を
活
用
し
た
事
業
な
ど
女
性
の
参
入
し
や

す
い
職
場
も
あ
る
。
女
性
の
職
業
創
設
も

重
要
で
あ
る
。

【
答
】
農
産
物
の
生
産
振
興
に
必
要
な
支

援
は
積
極
的
に
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、

今
後
榊
研
究
会
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
前
向

き
に
検
討
す
る
。
本
格
生
産
ま
で
十
五
年

程
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
し
っ
か

り
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

【
問
】
全
国
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
で
い
ろ

い
ろ
な
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
が
実
施
さ
れ

て
お
り
、
北
海
道
夕
張
市
や
都
城
市
な
ど

新
聞
、
テ
レ
ビ
報
道
で
紹
介
の
と
お
り
、

財
政
面
に
お
い
て
大
い
に
役
立
つ
実
績
を

収
め
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て
も
、
特
産

品
と
し
て
価
値
の
あ
る
作
物
が
多
く
あ
る

が
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
そ
れ
ら
を
利

用
し
て
生
産
者
の
意
欲
を
高
め
て
い
く
と

思
わ
れ
る
。
町
の
財
政
を
潤
す
た
め
に

は
、
こ
の
事
が
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
町
長
の
考
え
を
も
っ
て
担
当
課
と
一

緒
に
な
っ
て
実
行
す
る
よ
う
前
向
き
に
考

え
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、
考
え
は
。

【
答
】
本
来
の
趣
旨
を
基
本
に
お
き
、
制

度
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
く
。

①
今
後
五
十
年
で
多
く
の
地
方
自
治
体
が

消
滅
す
る
と
い
う
衝
撃
的
な
レ
ポ
ー
ト
が

発
表
さ
れ
た
が
、
率
直
な
感
想
を
伺
い
た

い
。

【
答
】（
町
長
）
責
任
の
重
さ
を
感
じ
た
。

本
町
も
そ
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
本
町

維
持
の
た
め
に
よ
り
一
層
努
力
し
て
い

く
。

（
教
育
長
）
小
中
一
貫
教
育
を
基
礎
と
し

て
、故
郷
を
愛
す
る
教
育
を
続
け
て
い
く
。

②
町
独
自
の
対
策
を
項
目
別
に
伺
い
た

い
。

Ⅰ
　
子
供
た
ち
が
地
元
に
残
り
た
い
と
思

う
教
育
が
重
要
。
美
郷
科
の
現
状
と
今
後

を
教
え
て
ほ
し
い
。

【
答
】（
教
育
長
）
一
年
生
か
ら
九
年
生
ま

で
に
町
内
の
自
然
や
文
化
財
な
ど
を
学
習

し
、
故
郷
を
愛
し
、
自
信
を
持
て
る
教
育

を
し
て
い
る
。
本
町
児
童
生
徒
は
成
績
も

伸
び
て
い
る
が
、
愛
郷
心
や
地
域
へ
の
貢

献
欲
も
全
国
水
準
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
。

Ⅱ
　
親
の
教
育
費
も
大
変
だ
。
大
学
進
学

地
方
消
滅
に
つ
い
て

黒田　仁志  議員

園田　義彦  議員

町
財
政
に
対
す
る
交
付
金

に
つ
い
て

人
事
交
流
な
ど
に
つ
い
て

小路　文喜  議員
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尾上　忠保  議員

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

森田　久寛  議員

少
子
化
対
策
に
つ
い
て



②
六
月
補
正
予
算
の
学
校
空
調
施
設
等
が

未
だ
完
成
し
て
い
な
い
等
、
予
算
執
行
等

に
も
支
障
を
来
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
体

制
に
問
題
な
い
の
か
。

【
答
】
予
算
執
行
遅
れ
の
な
い
よ
う
に
体

制
を
整
え
、
予
算
議
決
後
は
速
や
か
に
執

行
し
て
い
く
。

【
問
】
南
郷
温
泉
の
経
営
改
善
に
は
、
西

郷
レ
イ
ク
ラ
ン
ド
の
様
に
送
迎
用
バ
ス
を

導
入
す
る
な
ど
町
外
か
ら
の
集
客
に
積
極

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

【
答
】
経
営
改
善
の
打
開
策
は
利
用
客
を

増
や
す
こ
と
だ
と
考
え
る
が
、
バ
ス
導
入

は
困
難
で
あ
る
。

①
県
営
住
宅
借
入
等
に
つ
い
て

西
郷
田
代
地
区
中
心
部
に
、
県
営
住
宅
が

有
る
。
利
便
性
に
優
れ
た
地
域
で
入
居
希

望
者
が
多
い
と
伺
う
。
県
か
ら
の
借
入
払

下
げ
、
購
入
等
の
計
画
は
な
い
か
。

【
答
】
今
後
も
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
県
職

員
宿
舎
と
し
て
利
用
し
、払
下
げ
、貸
出
、

売
却
の
計
画
は
な
い
。

②
農
業
振
興
区
域
除
外
に
つ
い
て

耕
作
放
棄
地
、
荒
廃
地
が
増
加
し
て
い

る
。
地
権
者
の
高
齢
化
等
に
よ
り
売
却
希

望
者
も
増
え
て
い
る
。
宅
地
と
し
て
の
転

用
手
続
き
等
の
簡
素
化
は
出
来
な
い
か
。

ま
た
、
農
振
地
域
の
見
直
し
は
い
つ
頃
ど

の
様
に
行
う
の
か
。

【
答
】
手
続
き
簡
素
化
は
出
来
な
い
が
、

国
の
地
方
創
生
戦
略
事
業
を
う
け
て
、
県

と
一
体
と
な
っ
て
分
権
委
譲
を
要
望
し
た

い
。
農
業
振
興
区
域
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
意
見
を
聞
き
、
二
八
年
度
中

に
行
な
う
。

③
空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て

町
内
に
は
、
多
く
の
空
き
家
が
増
え
て
き

た
。
老
朽
化
し
廃
墟
と
な
っ
て
い
る
物
件

も
有
る
が
、
中
に
は
、
ま
だ
ま
だ
居
住
可

能
な
住
宅
が
有
る
。
空
き
家
デ
ー
タ
バ
ン

ク
等
の
公
開
推
進
を
含
め
、
町
内
居
住
希

望
者
に
対
す
る
負
担
の
少
な
い
生
活
支
援

事
業
は
、
出
来
な
い
か
。

【
答
】
二
五
年
度
の
調
査
で
三
三
九
軒
の

空
き
家
が
有
り
、
住
宅
希
望
者
に
随
時
紹

介
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
の
空
き
家
等
対

策
特
別
設
置
法
に
基
づ
き
、
町
も
空
き
家

対
策
条
例
作
成
を
含
め
、
今
後
の
取
り
組

み
を
協
議
中
で
あ
る
。

89

■ 総務常任委員会
　（１）南郷区長との意見交換
　　１．調　査　日　平成２６年９月２２日（月）
　（２）西郷区長との意見交換
　　１．調　査　日　平成２６年１０月２２日（水）
　　 それぞれの地区が抱える問題を含め、産業振興、教育、福祉の面等

幅広い分野において意見交換を行った。

《所管事務調査》
■ 文教厚生常任委員会
　　１．調　査　日　平成２６年１０月２３日（木）～２４日（金）　　　　
　　２．調査の場所　高知市
　　３．調査の目的　 高知市における百歳体操、かみかみ百歳体操への取り組みと成果について
　　　　　　　　　　 高知市の取り組み体制と事業の経緯や概要、成果等の説明を受け、体操実技を見学し、高

齢者や担当者との意見交換を行った。

■ 産業建設常任委員会
　　１．調　査　日　平成２６年１０月１６日（木）～１７日（金）　　　
　　２．調査の場所　福岡県大木町・糸島市
　　３．調査の目的　大木町の農家の主婦で運営するきのこ生産及びレストランの状況について
　　　　　　　　　　糸島市の森林再生プロジェクトについて
　　　　　　　　　　 農家の主婦４名で設立した農事組合法人モア・ハウスのぶなしめじ及びアスパラガスの生

産について、並びに同法人が運営するレストランについて、また糸島市が新たに取り組む「森
林再生プロジェクト」について説明を受けた後、それぞれ現地調査を行った。　

南郷区長との意見交換会
富井　裕瑞  議員

町
内
定
住
対
策
に
つ
い
て
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
、
ど
の
よ
う
な
新
し
い
年
を
お
迎

え
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
末
に
は
待
望
の
日

平
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
、
ま
た
衆
議
院
議

員
選
挙
、
県
知
事
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
新

た
な
国
政
、県
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
も
新
し
い
年
を
迎
え
、
決
意
を

新
た
に
し
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
町
づ
く
り

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
広
報
委
員
会
は
、
議
会
と
町
民
と
の
情

報
共
有
を
図
る
た
め
、
審
議
の
内
容
を
周

知
す
る
よ
う
努
め
、
か
つ
議
員
の
活
動
が

町
民
の
的
確
な
評
価
に
つ
な
が
る
よ
う
説

明
責
任
を
果
た
す
た
め
、
委
員
が
一
丸
と

な
っ
て
編
集
作
業
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
身
近
で

大
切
な
た
く
さ
ん
の
議
案
が
話
し
合
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
更
に
ご
意
見
を

反
映
し
て
い
く
た
め
に
は
、
一
人
で
も
多

く
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
聞
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
　

　
そ
し
て
議
会
は
皆
さ
ま
の
た
め
の
も
の

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
三
月
の
議
会
に
は
、

ぜ
ひ
、
大
勢
の
方
に
議
会
傍
聴
に
お
い
で

い
た
だ
き
ま
し
て
議
会
に
関
心
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
、
よ
り
建
設
的
な
町
づ
く
り
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
今

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
編
集
委
員
）

　
　
　
委
員
長
：
黒
田
　
仁
志

　
　
　
副
委
員
長
：
森
田
　
久
寛

　
　
　
委
　
　
員
：
那
須
　
富
重

　
　
　
委
　
　
員
：
甲
斐
　
秀
徳

　
　
　
委
　
　
員
：
甲
斐
　
　
栄

＝ 

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い 

＝

10 月
　４日／第３１回東九州自動車道建設促進大会
　４日／椎葉村村制施行１２５周年記念式典
　５日／国道３２７号整備促進期成同盟会総会・日向圏域交流大会
　７日／宮崎県町村議会議長会臨時総会・議員大会
１０日／東臼杵郡障がい者スポーツ・レクリエーション大会
１６日／産業建設常任委員会所管事務調査（～１７日）
２０日／国道３８８号整備促進要望活動（～２１日）
２２日／例月現金出納検査
２３日／文教厚生常任委員会所管事務調査（～２４日）
２７日／森林・林業活性化議員連盟連絡会議総会・研修会
２９日／東臼杵郡町村議会幹部議員研修会
　　　　東九州自動車道・九州中央自動車道建設促進総決起大会
３０日／宮崎県町村監査委員協議会ブロック別研修会

11 月
　４日／宮崎県北部広域行政事務組合議会
　７日／県道東郷西都線整備促進期成同盟会要望活動
１１日／日向東臼杵広域連合議会
　　　　議会運営委員会・全員協議会
１２日／第５８回町村議会議長全国大会
１３日／東臼杵郡町村議会議長会政務調査（～１４日）
１７日／ 第３回臨時会
１８日／中央省庁要望活動（～１９日）／豊見城市行政調査
２０日／宮崎県町村議会議長会幹部議員研修会
２１日／例月現金出納検査
２５日／日向市・東臼杵郡町村議会議長連絡会研修会・交流会
２６日／宮崎県町村議会広報研修会
２７日／定期監査（～２８日）
２９日／東臼杵郡ＰＴＡ研究大会

12 月
　１日／美郷トンネル開通式
　２日／東臼杵郡町村議会議長会／入郷地区衛生組合議会
　３日／議会運営委員会・全員協議会
　５日／イルミネーション点灯式（南郷）
　９日／第４回定例会（～１１日）
１６日／子ども議会
１８日／林業振興に係る議会政務調査 
２２日／議会広報特別委員会／例月現金出納検査

国土交通省九州地方整備局要望活動

農林水産省への要望活動

中国木材㈱  視察


